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理
学
療
法
士
はPhysical Therapist

（
Ｐ
Ｔ
）
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
ケ
ガ

や
病
気
な
ど
で
身
体
に
障
害
の
あ
る
人

や
障
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
人
に
対

し
て
、基
本
的
動
作
能
力（
座
る
、立
つ
、

歩
く
な
ど
）
の
回
復
や
維
持
、
お
よ
び

障
害
の
悪
化
の
予
防
を
目
的
に
、
運
動

療
法
や
物
理
療
法
（
温
熱
、
電
気
等
の

物
理
的
手
段
を
治
療
目
的
に
利
用
す
る

も
の
）
な
ど
を
用
い
て
、
自
立
し
た
日

常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
医
学

的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
職
で

す
。治
療
や
支
援
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

理
学
療
法
士
が
対
象
者
ひ
と
り
ひ
と
り

に
つ
い
て
医
学
的
・
社
会
的
視
点
か
ら

身
体
能
力
や
生
活
環
境
等
を
十
分
に
評

価
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け
て
適

切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

　

理
学
療
法
士
を
一
言
で
い
う
な
ら
ば

動
作
の
専
門
家
で
す
。
寝
返
る
、
起
き

上
が
る
、
立
ち
上
が
る
、
歩
く
な
ど
の

日
常
生
活
を
行
う
上
で
基
本
と
な
る
動

作
の
改
善
を
め
ざ
し
ま
す
。
関
節
可
動

域
の
拡
大
、
筋
力
強
化
、
麻
痺
の
回
復
、

痛
み
の
軽
減
な
ど
運
動
機
能
に
直
接
働

き
か
け
る
治
療
法
か
ら
、
動
作
練
習
、

歩
行
練
習
な
ど
の
能
力
向
上
を
め
ざ
す

療
法
ま
で
、
動
作
改
善
に
必
要
な
技
術

を
用
い
て
、
日
常
生
活
の
自
立
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

理
学
療
法
士
は
国
家
資
格
で
あ
り
、

免
許
を
持
っ
た
人
で
な
け
れ
ば
名
乗
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
理
学
療
法
士
は

主
に
病
院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
医
院
、
診

療
所
）、
介
護
保
険
関
連
施
設
等
で
働

い
て
い
ま
す
。
中
に
は
専
門
性
を
生
か

し
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
ー
ム
に
属
し

て
い
る
理
学
療
法
士
も
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
に
な
る
に
は
？

　

理
学
療
法
士
と
し
て
人
の
役
に
立
つ

仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
国
家
資

格
を
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
国

家
試
験
を
受
験
す
る
た
め
に
は
、
厚
生

労
働
省
も
し
く
は
文
部
科
学
省
指
定
の

養
成
校
で
３
年
以
上
の
教

育
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
養
成
校
に
は
４
年

制
大
学
、
短
期
大
学
（
３

年
制
）、
専
門
学
校
（
３

年
制
、
４
年
制
）、
特
別

支
援
学
校
（
視
覚
障
が
い

者
が
対
象
）が
あ
り
ま
す
。

養
成
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、
大
き
く
分
け
て
、
一

般
教
養
科
目
、
専
門
基
礎

科
目
、
専
門
科
目
、
臨
床

実
習
の
４
種
類
が
あ
り
ま

す
。
専
門
科
目
に
は
実
技

や
グ
ル
ー
プ
で
課
題
に
取

り
組
む
授
業
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
養
成
校
そ
れ

ぞ
れ
に
も
特
色
が
あ
り
ま

す
の
で
、
自
分
が
将
来
ど

ん
な
職
場
で
働
き
た
い
か

を
考
え
、
そ
れ
に
合
う
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
実
習
先
を

用
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

選
ぶ
と
良
い
で
し
ょ
う
。

理
学
療
法
士
と
は

高等学校
卒業

社会人･大卒者
高等学校
卒業程度
合格者

文部科学大臣
指定の学校

厚生労働大臣
指定の理学療法士
養成校

大学

短大

専門学校

３～４年課程

全国で270校！
詳しくは日本理学療法士協会のHPにて

国家試験
合格

理学療法士！

国家資格取得の流れ
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４
年
制
と
３
年
制
の
特
徴

　

全
国
の
理
学
療
法
士
養
成
校
数
は
、

学
校
総
数
２
７
２
校
、
募
集
校
２
６
３

校
、
定
員
１
３
，
１
２
９
名
で
、
そ
の

う
ち
大
学
１
２
３
校
、
短
期
大
学
７

校
、
４
年
制
専
門
学
校
62
校
、
３
年
制

専
門
学
校
80
校
（
２
０
１
９
年
９
月
現

在
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学

と
４
年
制
専
門
学
校
を
併
せ
た
４
年
制

が
約
68
％
、
短
期
大
学
と
３
年
制
専
門

学
校
を
併
せ
た
３
年
制
が
約
31
％
と
約

２
／
３
の
学
校
が
４
年
制
を
と
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
日
本
の
平

均
寿
命
（
男
性
８
０
．
５
０
歳
、
女
性

８
６
．
８
３
歳
：
２
０
１
４
年
）
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
超
高
齢
社
会
に
伴

い
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の

増
加
、
要
介
護
状
態
に
い
た
る
前
の
身

体
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
予
防
リ
ハ
ビ
リ

や
自
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
が
受
け
ら
れ
る
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
も
理

学
療
法
の
技
術
を
用
い
た
ケ
ガ
の
応
急

処
置
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
理
学

療
法
の
職
域
の
拡
大
に
伴
い
学
ぶ
べ
き

知
識
や
技
術
が
幅
広
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
４
年
間
か
け
て
じ
っ

く
り
と
学
ぶ
４
年
制
の
養
成
校
が
増
加

し
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
卒
で
は
学
士
を
習
得
で

き
大
学
院
の
入
学
資
格
も
得
ら
れ
ま

す
。
４
年
制
専
門
学
校
卒
で
も
大
学
卒

の
学
士
と
同
等
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
称

号
と
し
て
高
度
専
門
士
を
習
得
で
き
、

大
学
院
へ
の
入
学
資
格
も
得
ら
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
３
年
制
で
も
専
門
士
を

習
得
で
き
、
歴
史
の
あ
る
養
成
校
が
多

く
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
１
年
早
く
働
き
始
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
１
年
間
の

学
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
経
済
的
な

負
担
は
か
な
り
軽
く
な
り
ま
す
。
３
年

制
で
も
４
年
制
で
も
卒
業
し
て
得
ら
れ

る
理
学
療
法
士
国
家
資
格
は
全
く
同
じ

で
あ
り
、
資
格
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
就
職
率
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。

理
学
療
法
士
の
活
躍
場
所
は
？

●
医
療
分
野

　

�

大
学
病
院
・
総
合
病
院
・
老
人
病
院
・

小
児
病
院
・
一
般
病
院
・
精
神
病
院
・

ク
リ
ニ
ッ
ク

●
福
祉
分
野

　

�

介
護
老
人
保
健
施
設
・
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）

　

�

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）・
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）

　

�

身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
・
児
童

福
祉
施
設
・
社
会
福
祉
協
議
会

●
行
政
・
保
健
分
野

　

�

保
健
セ
ン
タ
ー
・
市
町
役
場
・
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介
護
予
防
支

援
）

●
教
育
・
研
究
分
野

　

�

特
別
支
援
学
校
・
理
学
療
法
士
養
成

校
・
大
学
院
（
理
学
療
法
関
連
）

●
健
康
産
業
分
野

　

�

ス
ポ
ー
ツ
関
係
施
設
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
関
係
施
設

理
学
療
法
士
が
で
き
る
こ
と
！

●�

基
本
的
動
作
能
力
の
改
善
を
行
い
ま

す
。

　

�　
「
起
き
上
が
り
」「
立
つ
」「
歩
く
」

な
ど
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
基
本

的
動
作
能
力
の
獲
得
を
目
指
し
ま

す
。

医療

福祉

行政
保健

教育
研究

理学
療法士

健康
産業

理学療法士の活躍場所



4vol.19　2025はじける笑顔輝く未来へ！！

●�

運
動
療
法
に
よ
り
、
正
し
い
動
き
の

学
習
と
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
�　

予
防
や
治
療
の
目
的
で
、
腰
痛
体

操
、
転
倒
予
防
な
ど
、
筋
力
と
柔
軟

性
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
改
善
を
目
的

に
運
動
療
法
を
行
い
ま
す
。

●�

痛
み
や
麻
痺
の
回
復
に
物
理
療
法
を

行
い
ま
す
。

　

�　
「
鎮
痛
効
果
」「
麻
痺
の
回
復
」
な

ど
を
目
的
に
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
温

熱
・
寒
冷
・
電
気
療
法
な
ど
の
物
理

療
法
を
行
い
ま
す
。

●�

最
適
な
理
学
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
ま
す
。

　

�　

評
価
と
分
析
か
ら
問
題
点
を
抽
出

し
、
最
適
な
治
療
と
予
防
の
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

●�

個
々
の
身
体
機
能
や
痛
み
の
評
価
・

分
析
を
行
い
ま
す
。

　

�　

理
学
療
法
士
は
、
関
節
可
動
域
検

査
、
徒
手
筋
力
検
査
、
動
作
分
析
な

ど
を
用
い
て
身
体
機
能
や
痛
み
の
評

価
と
分
析
を
行
い
ま
す
。

●�

自
立
し
た
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。

　

�　

地
域
や
ご
自
宅
に
て
、
生
き
甲
斐

の
あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
住

宅
改
修
や
福
祉
機
器
（
用
具
）
の
効

果
的
な
使
い
方
を
わ
か
り
や
す
く
ア

ド
バ
イ
ス
し
、
社
会
へ
の
参
加
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

国
家
試
験
の
合
格
率
は
？

　

高
齢
社
会
の
日
本
で
は
、
理
学
療
法

士
の
ニ
ー
ズ
が
急
速
に
高
ま
り
、
養
成

校
の
増
加
に
伴
い
国
家
試
験
受
験
者
も

増
加
し
ま
し
た
。
医
療
・
福
祉
を
取
り

巻
く
環
境
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
る
こ
と
に
対
応
し
、
近
年
国
家
試
験

の
出
題
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。難
易
度
も
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
理
学
療
法
士
に

向
い
て
い
る
の
か
？

　

理
学
療
法
士
は
、
問
題
解
決
能
力

が
強
く
求
め
ら
れ
る
仕
事
で
す
。「
な

ん
で
こ
う
な
る
の
か
な
ぁ
？
」「
こ
の

問
題
は
ど
う
や
っ
た
ら
解
け
る
の
か

な
ぁ
？
」
と
い
っ
た
疑
問
を
楽
し
め

る
、
知
的
好
奇
心
旺
盛
な
人
ほ
ど
適
任

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
そ
の

対
象
者
と
な
る
の
は
〝
人
〟
で
す
。
人

と
接
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
話
を
し
た
り
、
話
を
聞
く
こ
と

が
好
き
な
人
が
向
い
て
い
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

100

90

80

70

60

50

40

30

受
験
者
数
・
合
格
者
数

合
格
率

（人） （％）2015年
第50回

2016年
第51回

2017年
第52回

2018年
第53回

2019年
第54回

2020年
第55回

2021年
第56回

受験者数 合格者数 合格率

2022年
第57回

2023年
第58回

2024年
第59回

2025年
第60回

12,60512,60512,51512,515

82.7％82.7％

74.1％74.1％

90.3％90.3％
85.8％85.8％ 86.4％86.4％

12,03512,035

9,9529,952

9,2729,272

13,71913,719

12,38812,38812,14812,148

9,8859,885

10,80910,809

12,28312,283

10,60810,608

11,94611,946

9,4349,434

13,37713,377

81.4％81.4％
79.0％79.0％

79.6％79.6％

12,94812,948

11,31211,312

12,62912,629

11,26611,266

12,69112,691

11,37311,373

87.4％87.4％
89.3％89.3％ 89.6％89.6％

10,09610,096
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第１号被保険者 第２号被保険者

対 象 者 65歳以上の方
40歳から64歳までの

医療保険加入者

人 数 3,585万人 4,188万人

受 給 要 件

・要介護状態
（�寝たきり、認知症等で介

護が必要な状態）
・要支援状態
（�日常生活に支援が必要な

状態）

16種の特定疾病が原因で
要支援・要介護を受けてい
る

保険料の徴収開始時期 65歳になった月から 40歳になった月から

保 険 料 の 徴 収 方 法
市町村と特別区が徴収

(原則、年金から天引き)
医療保険料と一体的に徴収

特　集

体
で
支
え
る
仕
組
み
で
あ
り
、
介
護
が

必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
で
き
る
限
り

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
さ
ま
ざ

ま
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。

２
．�

介
護
保
険
の
被
保
険
者
と
徴
収
方
法

　

介
護
保
険
に
加
入
す
る
の
は
原
則 

40
歳
以
上
の
人
で
、
被
保
険
者
と
い
い

ま
す
。
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者

と
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
第
２
号
被

保
険
者
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
第
１
号
被

保
険
者
は
、
原
因
を
問
わ
ず
に
要
介
護

１
．
介
護
保
険
制
度
と
は

　
「
介
護
保
険
制
度
」
と
は
、
国
民
が

介
護
保
険
料
を
支
払
い
、
そ
の
保
険
料

を
財
源
と
し
て
介
護
の
必
要
な
方
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
制
度
で
す
。

身
体
機
能
の
衰
え
や
認
知
症
等
に
よ

り
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方
を
社
会
全

介
護
保
険

特
集

認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
た
時

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
第
２
号
被
保
険
者
は
、
加

齢
に
伴
う
特
定
疾
病
が
原
因
で
要
介

護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け
た
時
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

　
「
介
護
保
険
」
と
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
制
度
の
内
容
や
利
用
方
法
に
つ

い
て
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
方
も
多
く
、
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
ず
に
困
っ

て
い
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
介
護
保
険
の
仕
組
み
に
つ
い
て

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
現
場
で
理
学
療
法
士
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
特

集
し
ま
す
。

す
。

　

保
険
料
の
徴
収
は
、
第
１
号
被
保
険

者
は
65
歳
に
な
っ
た
月
か
ら
原
則
年
金

か
ら
天
引
き
、
第
２
号
被
保
険
者
は
40

歳
に
な
っ
た
月
か
ら
医
療
保
険
料
と
一

体
的
に
徴
収
さ
れ
ま
す
。

表１．第１号被保険者と第２号被保険者
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３
．
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、
お
住
い
の
市
町
村
に
要
介
護
（
要

支
援
）
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

４
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
は
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
今
の
自
宅
で
生
活
し

な
が
ら
支
援
を
受
け
ら
れ
る
「
訪
問

サ
ー
ビ
ス
」、
介
護
事
業
所
に
通
っ
て

利
用
す
る
「
通
所
サ
ー
ビ
ス
」
の
他
に
、

宿
泊
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
環
境
を
整

利用者本人または家族の方
が、お住いの市町村の窓口
で要介護認定の申請を行い
ましょう。

・市町村の調査員が自宅や施
設等を訪問し、心身の状態
を確認するための聞き取り
等の調査を行います。
・市町村が利用者本人の主治
医に、意見書の作成を依頼
します。主治医がいない場
合は市町村の指定した医師
の診断を受けます。

・認定調査の結果などから
コンピューター判定が行
われます（一次判定）。
・一次判定の結果と主治医
意見書に基づき、介護認
定審査会による要介護度
の判定が行われます（二
次判定）。

・介護サービスを利用する場
合は、介護サービス計画書
（ケアプラン）の作成が必
要となります。
・介護支援専門員が、本人や
家族の希望を聞き、本人の
状態に応じた介護サービス
計画書を作成します。
(サービスの種類の一部を
表2に示します)

市町村は介護認定審査会の
判定結果に基づき要介護認
定を行い、申請者に結果を
通知します。
認定は要支援1・2から要
介護1～5までの7段階およ
び非該当に分かれていま
す。

サービスの
利用開始

サービスの種類 内　　　　　容

自
宅
で
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス

訪問介護
訪問介護員が居宅を訪問し、身体介護（食
事・入浴などの介助）や生活援助（掃除・
洗濯・調理など）を行います。

訪問入浴介護
看護職員と介護職員が居宅を訪問し、専
用の簡易浴槽を使って入浴の介助を行い
ます。

訪問看護
医師の指示のもと、看護師などが居宅を
訪問し、病状の観察や健康チェック、診
療の補助を行います。

訪問リハビリテーション

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士な
ど専門職が居宅を訪問し、心身機能の維
持回復のためのリハビリテーションを行
います。

居宅療養管理指導
医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士な
どが居宅を訪問し、療養上の管理や指導、
助言などを行います。

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ま
で
の

手
順
を
図
に
示
し
ま
す
。(

図
１)

表２－①．サービスの種類

え
る
サ
ー
ビ
ス
等
も
あ
り
ま
す
。
利
用

者
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
本
人
、
家
族

や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
専
門
職
で
話

し
合
い
計
画
を
立
て
て
利
用
し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
の
一
部
を
表
２
に

示
し
ま
す
。

図１．介護保険サービス利用手続き
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５
．
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
額
は
？

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と

き
は
、
利
用
者
の
所
得
や
世
帯
構
成
に

応
じ
て
か
か
っ
た
費
用
の
１
割
～
３
割

を
自
己
負
担
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
居
宅

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
食
費
と
滞
在

費
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
食
費

と
居
住
費
も
自
己
負
担
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
所
得
の
低
い
人
に
は
軽
減
措
置

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
１
か
月
の
自
己

負
担
の
合
計
金
額
が
一
定
額
を
超
え
た

サービスの種類 内　　　　　容

日
帰
り
で
通
う
サ
ー
ビ
ス

通所介護
（デイサービス）

デイサービス事業所に通い、食事や 
入浴、排泄などの日常生活上の支援やレ
クリエーションなどを日帰りで受けま
す。

通所リハビリテーション
（デイケア）

介護老人保健施設、病院、診療所など
に通い、生活機能向上のためのリハビ
リテーションや、食事・入浴などの日
常生活の支援を日帰りで受けます。

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

短期入所生活介護
（福祉系ショートステイ）

介護老人保健施設などに短期間入所し
て、食事・入浴・排泄などの日常生活
上の支援や機能訓練などを受けます。

短期入所療養介護
（医療系ショートステイ）

医師や看護師がいる介護老人保健施設
などに短期間入所して、看護・医学的
管理の下での介護、日常生活上の支援
や機能訓練などを受けます。

施
設
サ
ー
ビ
ス

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

常時介護を必要とし、在宅での生活が
困難な方が、入浴・排泄・食事などの
日常生活の支援や健康管理、機能訓練
を受けながら長期的に入所できる施設
です。

介護老人保健施設

病気やケガで入院し、病状が安定した
ものの自宅退院が困難な方が入所して、
医療ケアやリハビリテーション、看護、
介護を受け在宅復帰を目指すための施
設です。

環
境
を
整
え
る
サ
ー
ビ
ス

福祉用具貸与
日常生活の自立を支援するための福祉
用具（車いす、特殊寝具、歩行支援具
など）を安くレンタルできる制度です。

特定福祉用具購入費の支給

入浴や排泄など直接肌に触れることが
予測される福祉用具を購入した際に、
１年間に 10 万円を上限に購入費が支
給される制度です。

住宅改修費支給
手すりの取り付けや段差の解消などの
住宅改修をした際に 20 万円を上限に
住宅改修費が支給されます。

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特　集

表２－②．サービスの種類
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通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
は

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
介

護
保
険
で
「
要
支
援
１
・
２
、
要
介
護

１
～
５
」
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が

日
中
に
事
業
所
に
通
い
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
等
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
「
機
能
の
維
持

回
復
訓
練
」
や
「
日
常
生
活
動
作
訓

練
」
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
メ
イ
ン
の
通

所
系
サ
ー
ビ
ス
で
、
そ
れ
以
外
に
も
入

浴
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
的
ケ
ア
を
受
け
る

こ
と
も
で
き
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
の
違
い
は
？

　

病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

脳
血
管
障
害
や
運
動
器
・
呼
吸
器
と

い
っ
た
「
病
気
」
に
分
類
さ
れ
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
病
気
の
治
療
や

回
復
そ
し
て
早
期
退
院
を
目
的
に
行
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
「
そ
の
人
の
自
立
し

た
生
活
を
助
け
る
」
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
じ
っ
く
り
と
個
別
的
に
行

う
機
能
訓
練
が
中
心
で
す
が
、
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
日
常
の
活
動

と
社
会
参
加
に
も
焦
点
を
当
て
て
お

り
、
個
別
的
な
機
能
訓
練
以
外
に
も
、

住
宅
改
修
や
福
祉
用
具
の
選
定
・
介
護

指
導
と
い
っ
た
生
活
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
こ
と
も
大
切
な
業
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

と
の
違
い
は
？

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
病

院
・
診
療
所
・
介
護
老
人
保
健
施
設
と

い
っ
た
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
機
関

の
み
が
運
営
で
き
、
医
師
が
い
る
こ
と

が
大
き
な
強
み
で
す
。
医
師
に
よ
る
医

学
的
管
理
の
下
、
理
学
療
法
士
や
作
業

療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
が
各
々
の
専
門

性
を
発
揮
し
、
個
別
的
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
医
師
・
リ
ハ
ビ
リ

専
門
職
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
を
交
え

て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
を
開
催

し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果
や

課
題
に
つ
い
て
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
場

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
も
大
き
な

特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
、
病
状
の
進

行
や
急
変
が
心
配
な
方
。
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
受
け
た
い

方
。
定
期
的
に
身
体
能
力
や
生
活
能
力

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
効
果
を
確
認
し
た

い
方
に
お
勧
め
で
す
。

さ
く
ら
病
院　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
の

特
徴

　

介
護
保
険
の
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
は
、

事
業
所
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
例
え
る
と
、
短
時
間
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
特
化
し
て
お
り
入

浴
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
事
業
所
や
、
運
動

機
器
が
非
常
に
充
実
し
て
お
り
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
感
覚
の
事
業
所
な
ど
、
多
様
な

事
業
所
が
存
在
し
、
ご
自
身
に
合
っ
た

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
役
割

特
定
医
療
法
人
　さ
く
ら
千
寿
会

さ
く
ら
病
院
　通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
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て
い
ま
す
。

　

特
に
病
院
退
院
後
や
外
来
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
終
了
後
、
言
語
聴
覚
療
法

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
所
は
少

な
く
、
高
次
脳
機
能
障
害
や
嚥
下
機
能

回
復
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ご
希
望

の
方
に
好
評
で
す
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
の

課
題
と
感
じ
て
い
る
こ
と

　

利
用
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
す
る
上
で
我
々
が
気
を
付
け

て
い
る
こ
と
・
注
視
し
て
い
る
こ
と

は
、
利
用
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
「
自

立
し
た
生
活
」
と
は
何
か
。
そ
の
た
め

事
業
所
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
の
勤
務
す
る
さ
く
ら
病
院
通
所
リ

ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、
医
療
機

関
併
設
の
事
業
所
で
あ
る
た
め
医
療
と

の
連
携
が
密
に
で
き
る
こ
と
で
す
。
例

え
ば
、
糖
尿
病
の
方
で
、
運
動
療
法
の

効
果
を
確
認
す
る
た
め
に
、
病
院
で

行
っ
た
採
血
の
デ
ー
タ
を
活
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
当
院
の
医
師
か

ら
主
治
医
へ
の
連
携
も
可
能
で
、
医
療

へ
の
対
応
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
ス

ム
ー
ズ
で
き
る
こ
と
が
強
み
で
す
。

　

更
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・

食
事
・
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
方

に
は
ゆ
っ
た
り
１
日
コ
ー
ス
を
。
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
み
に
集
中
し
た
い

方
に
は
１
時
間
か
ら
の
短
時
間
コ
ー
ス

も
選
択
可
能
で
、
利
用
時
間
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
た

利
用
者
さ
ん
の
声

　

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語

聴
覚
士
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
を
多
数
配

置
し
て
い
る
た
め
、
個
別
対
応
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
好
評
を
い
た
だ
い

の
利
用
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
目
標
を
ど

う
す
る
か
を
、
利
用
者
さ
ん
と
ご
家
族

と
共
に
考
え
続
け
る
こ
と
で
す
。
通
所

系
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
さ
れ
る
利
用
者

さ
ん
と
は
長
い
お
付
き
合
い
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
た
だ
漠
然
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
る
こ
と
を
目
標
に

す
る
の
で
は
な
く
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
続
け
る
こ
と
で
「
何
を
達
成

し
た
い
か
。」
を
具
体
化
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。
実
は
こ
の
目
標
を

定
め
る
こ
と
が
大
変
難
し
い
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
さ
ん
と
共
に

考
え
歩
む
こ
と
は
、
大
変
や
り
が
い
に

も
繋
が
り
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
は
期
待

を
も
っ
て
ご
利
用
さ
れ
ま
す
。
そ
の
期

待
は
、
時
に
非
常
に
高
い
目
標
で
あ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
後
遺
症
や
ご
年
齢

を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
目
標
の
達
成
が

果
た
し
て
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問

に
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時

は
、
利
用
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
と
対

話
を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
利

用
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
え
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
こ
と

が
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所

の
目
標
で
あ
り
、
常
に
考
え
続
け
る
こ

と
を
事
業
所
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

特　集
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１
．
訪
問
リ
ハ
と
は

　

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
で
あ
る
理
学
療
法

士
（
Ｐ
Ｔ
）
が
利
用
者
の
ご
自
宅
に
訪

問
し
、
心
身
機
能
の
維
持
・
向
上
、
自

立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
を
目
的
に
病

状
の
観
察
、
身
体
機
能
の
評
価
や
運
動

療
法
、
日
常
生
活
動
作
練
習
、
生
活
環

境
に
応
じ
た
日
常
生
活
動
作
の
指
導
・

助
言
、
介
護
相
談
・
家
族
支
援
な
ど
を

行
い
ま
す
。
訪
問
リ
ハ
の
対
象
者
は
、

例
え
ば
筋
力
が
低
下
し
歩
行
が
困
難
、

不
安
定
に
な
っ
た
方
、
体
の
一
部
に
麻

痺
や
関
節
の
拘
縮
が
あ
る
方
、
そ
の
他

日
常
生
活
動
作
に
不
安
を
感
じ
る
方
、

通
院
が
難
し
い
方
な
ど
、
主
治
医
が
リ

ハ
ビ
リ
の
必
要
性
を
認
め
た
方
で
す
。

医
療
保
険
、
介
護
保
険
ど
ち
ら
も
適
応

と
な
り
ま
す
の
で
、
年
齢
や
疾
患
に
大

き
な
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
．
外
来
リ
ハ
と
の

　
　

違
い

　

外
来
リ
ハ
は
医
療
機
関
内
で
リ
ハ
ビ

リ
を
行
う
の
に
対
し
、
訪
問
リ
ハ
は
利

用
者
の
住
ま
い
で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま

す
。
訪
問
リ
ハ
の
特
徴
は
通
院
が
困
難

な
方
で
も
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
、
住
み
慣
れ
た
ご
自
宅
の
環
境
で
日

常
生
活
に
沿
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
、
リ
ハ
ビ
リ
期
限
を
越
え
て

の
リ
ハ
ビ
リ
継
続
が
で
き
る
こ
と
で

す
。
ま
た
住
宅
改
修
や
手
す
り
設
置
と

い
っ
た
環
境
整
備
を
行
う
際
に
は
、
直

接
現
場
で
見
て
助
言
が
で
き
る
こ
と
も

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

３
．
訪
問
介
護
と
の

　
　

違
い

　

訪
問
介
護
は
食
事
・
排
泄
・
入
浴
な

ど
の
介
護
（
身
体
介
護
）
や
、
掃
除
・

洗
濯
・
買
い
物
・
調
理
な
ど
の
生
活
の

支
援
（
生
活
援
助
）
を
行
い
ま
す
が
、

訪
問
リ
ハ
で
は
、
食
事
・
排
泄
・
入
浴

動
作
を
行
う
際
に
必
要
な
身
体
機
能

（
関
節
の
柔
ら
か
さ
や
筋
力
の
向
上
な

ど
）
の
訓
練
や
実
際
の
動
作
練
習
を
行

い
ま
す
。
訪
問
リ
ハ
で
は
入
院
や
外
来

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
役
割

独
立
行
政
法
人 

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

福
井
勝
山
総
合
病
院
附
属
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 多
田
　将
也

リ
ハ
と
違
っ
て
、
普
段
か
ら
使
用
す
る

ト
イ
レ
や
浴
室
な
ど
で
練
習
が
行
え
る

た
め
、
よ
り
ご
自
宅
で
の
生
活
に
反
映

し
や
す
い
で
す
。
ま
た
掃
除
や
洗
濯
、

調
理
な
ど
の
一
連
の
動
作
練
習
を
行
っ

た
り
、
動
作
に
必
要
な
道
具
の
選
定
な

ど
も
行
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
屋

外
に
出
て
近
く
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
に
買
い
物
に
行
く
練
習
も
行
っ
て
い

ま
す
。

▲ 歩く練習をしている様子

患者様のリハビリをしている様子 

▲
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４
．
Ｐ
Ｔ
だ
か
ら

　
　

で
き
る
こ
と

　
　

気
づ
く
こ
と

　

理
学
療
法
士
は
身
体
や
動
き
を
見
る

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
専
門
的
な
知
識
や
ス
キ
ル
を

活
か
し
、
細
か
な
身
体
機
能
の
評
価
を

行
い
、
起
き
る
・
立
つ
・
歩
く
な
ど
の

基
本
的
な
動
作
能
力
の
向
上
を
目
指
し

た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
起
き

る
・
立
つ
動
作
の
中
で
手
を
つ
く
位
置

を
調
整
し
た
り
、
使
い
方
を
少
し
変
え

る
だ
け
で
動
作
全
体
が
ぐ
っ
と
楽
に
な

る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、

動
作
し
て
い
る
中
で
気
づ
い
た
こ
と
を

助
言
・
指
導
し
て
い
ま
す
。
訪
問
リ
ハ

が
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
一
人
一
人
の
生
活
に
寄
り
添
い
、

そ
の
人
に
合
っ
た
指
導
を
行
う
こ
と
で

少
し
で
も
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
助
け

に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

５
．�

事
業
所
の
職
員
体
制

　

私
が
勤
務
し
て
い
る
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
理
学
療
法
士
１
名
、
看

護
師
６
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ハ
ビ
リ
の
強

み
は
看
護
師
と
連
携
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を

提
供
で
き
る
こ
と
で
す
。
当
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
同
じ
空
間
内
に
、
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
と
病
院
の
地
域
支
援
室

が
あ
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
お
り
ま
す
の
で
、

患
者
様
の
情
報
を
迅
速
に
共
有
し
た
り

相
談
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。ま
た
、

当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
月
に
１
回
、
事

例
検
討
会
と
リ
ハ
ビ
リ
・
看
護
勉
強
会

を
実
施
し
て
お
り
、
知
識
や
ス
キ
ル
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
多
職
種
連
携

の
点
で
は
、
利
用
者
の
担
当
者
会
議
に

積
極
的
に
参
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、
関
わ
る
す
べ

て
の
人
が
、同
じ
目
標
、目
的
に
向
か
っ

て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。

６
．
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
で

　
　

気
を
つ
け
て
い
る
こ
と

　

訪
問
リ
ハ
で
は
基
本
的
に
理
学
療
法

士
一
人
で
訪
問
し
て
い
ま
す
の
で
、
リ

ハ
ビ
リ
を
す
る
こ
と
以
外
に
も
健
康
状

態
の
観
察
や
把
握
も
重
要
な
役
割
で

す
。
体
調
は
ど
う
か
、
お
薬
は
し
っ
か

り
飲
ま
れ
て
い
る
か
な
ど
自
宅
で
の
生

活
が
ス
ム
ー
ズ
に
送
れ
る
サ
ポ
ー
ト
も

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
視
点
を
持
っ

て
訪
問
し
て
い
ま
す
。
入
院
や
外
来
リ

ハ
と
違
い
、
患
者
様
を
含
め
た
家
族
全

体
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
、

ご
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
一
人
一

人
生
活
に
は
違
い
が
あ
り
、
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
人
ら
し
い
生
活
に
寄
り

添
い
、
や
り
た
い
こ
と
、
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
こ
と
を
少
し
で
も
叶
え
ら

れ
る
よ
う
な
理
学
療
法
士
を
目
指
し
、

今
後
も
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

▲ ご自宅でカンファレンスを行っている様子

開始～
５分

35～
40分

25～
35分

20～
25分

15～
20分

5～
15分

自宅でできる運動をお伝えしたり、
困りごとの相談を行っています

ふらつきを少なくする
ための運動

手足など、関節の柔らかさ
を保つための運動

体温、血圧、酸素飽和度を
測定し、いつもと変わりな
いかを確認

自宅の周りを
休憩しながら歩きます

手足、腰などの力を
つけるための運動

患者様の訪問スケジュール（１例）

特　集
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① 

要
介
護
認
定
を

　 受
け
る

　
市
町
村
の
介
護
保

険
課
で
申
請
し
、
認

定
調
査
を
受
け
ま
す
。

② 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談

　
生
活
状
況
や
体

の
状
態
を
も
と
に
、

必
要
な
用
具
を
提

案
し
て
も
ら
い
ま

す
。

③ 

福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
と

　 契
約

　
専
門
相
談
員
が
自

宅
を
訪
問
し
、
環
境

に
合
っ
た
用
具
を
選

び
ま
す
。

④ 
利
用
開
始

　
設
置
・
説
明
を
受
け
て
、
安
全
に

使
い
始
め
ま
す
。
点
検
や
交
換
も
可

能
で
す
。
壊
れ
た
場
合
の
修
理
や
交

換
も
、
基
本
的
に
事
業
所
が
対
応
し

ま
す
。

●
歩
行
器
、

　
歩
行
補
助
杖

●
床
ず
れ
防
止
用
具

●
体
位
変
換
器

●
認
知
症
老
人

　
徘
徊
感
知
機
器

●
移
動
用
リ
フ
ト

●
自
動
排
泄
処
理
装
置

＊
要
支
援
、
要
介
護
１
の
方
は
、
一
部
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

●
車
い
す（
付
属
品
含
む
）

●
ス
ロ
ー
プ

●
特
殊
寝
台

　（
介
護
ベ
ッ
ド
、付
属
品
含
む
）

●
手
す
り 福

祉
用
具
貸
与

　

少
し
足
腰
が
弱
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
ま
だ
自
宅
で
暮
ら
し
た
い　
　

。
そ
ん
な
時

に
頼
り
に
な
る
の
が
、
介
護
保
険
の
『
福
祉
用
具
貸
与
』
の
制
度
で
す
。

　

福
祉
用
具
と
は
、
日
常
生
活
を
自
立
し
て
送
る
た
め
に
役
立
つ
道
具
の
こ
と
。
介

護
す
る
方
の
負
担
も
軽
減
し
、
安
心
・
安
全
な
生
活
を
支
え
ま
す
。
介
護
保
険
を
使

え
ば
、
必
要
な
用
具
を
１
〜
３
割
の
自
己
負
担
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

費
用
の
目
安

　

介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
る
と
、
自

己
負
担
は
１
〜
３
割
（
所
得
に
よ
り

異
な
り
ま
す
）。

例
：�

月
４
，０
０
０
円
の
レ
ン
タ
ル
料

　
　
　
　
　

➡

　
　

自
己
負
担
は
４
０
０
〜

　
　
　
　
　
　

１
，２
０
０
円
ほ
ど
。

◇
◇
◇
◇
◇

■ 

安
全
に
使
う
た
め
に

◦
無
理
な
使
い
方
を
し
な
い

◦
定
期
点
検
を
受
け
る

◦�

困
っ
た
と
き
は
す
ぐ
事
業
所
へ
相

談
◦�

身
体
の
状
態
や
生
活
環
境
に
合
わ

せ
て
、
専
門
家
（
理
学
療
法
士
・

相
談
員
）
が
提
案
し
ま
す
。

◇
◇
◇
◇
◇

■ 

ま
と
め

　

福
祉
用
具
は
「
で
き
な
い
こ
と
を

減
ら
す
」
よ
り
も
「
で
き
る
こ
と
を

増
や
す
」
た
め
の
道
具
で
す
。

　

上
手
に
活
用
し
て
、
笑
顔
で
安
心

で
き
る
在
宅
生
活
を
続
け
ま
し
ょ

う
。

■ 

利
用
ま
で
の
流
れ

■ 

借
り
ら
れ
る
主
な
も
の
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① 

要
介
護
認
定
を

　 受
け
る

　
市
町
村
の
介
護
保

険
課
で
申
請
し
、
認

定
調
査
を
受
け
ま
す
。

② 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談

　
生
活
状
況
や
体

の
状
態
を
も
と
に
、

必
要
な
用
具
を
提

案
し
て
も
ら
い
ま

す
。

③ 

福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
と

　 契
約

　
専
門
相
談
員
が
自

宅
を
訪
問
し
、
環
境

に
合
っ
た
用
具
を
選

び
ま
す
。

④ 

利
用
開
始

　
設
置
・
説
明
を
受
け
て
、
安
全
に

使
い
始
め
ま
す
。
点
検
や
交
換
も
可

能
で
す
。
壊
れ
た
場
合
の
修
理
や
交

換
も
、
基
本
的
に
事
業
所
が
対
応
し

ま
す
。

●
歩
行
器
、

　
歩
行
補
助
杖

●
床
ず
れ
防
止
用
具

●
体
位
変
換
器

●
認
知
症
老
人

　
徘
徊
感
知
機
器

●
移
動
用
リ
フ
ト

●
自
動
排
泄
処
理
装
置

＊
要
支
援
、
要
介
護
１
の
方
は
、
一
部
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

●
車
い
す（
付
属
品
含
む
）

●
ス
ロ
ー
プ

●
特
殊
寝
台

　（
介
護
ベ
ッ
ド
、付
属
品
含
む
）

●
手
す
り 福

祉
用
具
貸
与

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

年
　
　
齢	

26
歳

出 

身 

地	

福
井
県
坂
井
市

出
身
学
校	

�

福
井
医
療
大
学

経
験
年
数	

５
年
目

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム	�



り
ょ
う
ご

趣
味
（
休
日
の
過
ご
し
方
）

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
、
子
供
と
遊
ぶ
、
ゲ
ー
ム

好
き
な
食
べ
物

　

ラ
ー
メ
ン

県
内
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

　

む
ぎ
な
わ
や
、
恐
竜
博
物
館

座
右
の
銘

「
諦
め
た
ら
そ
こ
で
試
合
終
了
」

東　諒悟
中瀬整形外科医院

輝く理学療法士
I n t r o d u c t i o n  o f  p h y s i c a l  t h e r a p i s t

今回は、地域に根づいた活躍をしている理学療法士の紹介です。
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・�

理
学
療
法
士
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る

こ
と

　

日
々
の
臨
床
経
験
を
通
じ
て
、
自
分

に
足
り
な
い
こ
と
を
見
つ
め
直
し
、
知

識
や
技
術
の
習
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。

患
者
様
の
ニ
ー
ズ
は
年
齢
や
疾
患
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
柔
軟
な
対
応
力

が
求
め
ら
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て
、
他

職
種
と
の
情
報
共
有
や
連
携
も
丁
寧
に

行
う
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

・�

リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
う
え
で
心
が
け
て

い
る
こ
と

　

身
体
機
能
の
改
善
だ
け
で
な
く
、
日

常
生
活
で
「
で
き
る
こ
と
」
を
増
や

し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
そ
の
方
が
大
切
に
し
て
い
る
生

活
や
価
値
観
を
尊
重
し
な
が
ら
、
個
別

性
の
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ

の
時
間
が
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る

よ
う
、
声
か
け
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
も
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

輝く理学療法士
I n t r o d u c t i o n  o f  p h y s i c a l  t h e r a p i s t ・

理
学
療
法
士
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

　

学
生
時
代
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

し
て
い
た
際
、
怪
我
を
し
て
リ
ハ
ビ
リ

に
通
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

当
時
は
不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
、
担
当
し
て
く
れ
た
理
学
療
法

士
の
方
が
親
身
に
な
っ
て
話
を
聞
い
て

く
だ
さ
り
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ

た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
自
分

も
将
来
、
あ
の
と
き
の
よ
う
に
人
の
役

に
立
て
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、
理

学
療
法
士
を
目
指
し
ま
し
た
。

・
理
学
療
法
士
の
や
り
が
い
、
魅
力

　

患
者
様
一
人
ひ
と
り
の
状
態
や
目
標

に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
、
少

し
ず
つ
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
い
く
過

程
を
一
緒
に
歩
め
る
こ
と
に
、
大
き
な

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
を

通
じ
て
「
ま
た
外
に
出
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
趣
味
を
再
開
で
き
た
」な
ど
、

前
向
き
な
変
化
を
共
有
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
が
、
理
学
療
法
士
と
し
て
の
喜

び
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

・�

リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
て
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
や
苦
労
し
た
こ
と

　
「
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」「
以

前
の
よ
う
に
家
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
、
笑
顔
で
報
告
し
て
く

だ
さ
る
瞬
間
は
何
よ
り
も
う
れ
し
い
で

す
。

　

一
方
、
思
う
よ
う
に
成
果
が
出
ず
悩

む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
び
に

自
分
の
関
わ
り
方
を
振
り
返
り
、
同
僚

や
上
司
に
相
談
し
な
が
ら
最
善
の
方
法

を
探
っ
て
い
ま
す
。
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未
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こ
の
度
は
、
福
井
県
理
学
療
法
士
会

の
広
報
誌
を
ご
覧
頂
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
理
学
療
法
士
は
、
運
動

や
電
気
、
温
熱
な
ど
の
物
理
的
な
力
を

使
っ
て
、
病
気
や
怪
我
、
加
齢
、
障
害

に
よ
り
身
体
機
能
や
生
活
能
力
が
低
下

し
た
方
の
改
善
を
図
る
専
門
職
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
広
報
誌
は
県
民
の
方
々

に
広
く
理
学
療
法
士
の
活
動
を
知
っ
て

頂
く
た
め
に
毎
年
発
刊
し
て
お
り
ま

す
。

　
現
在
、
福
井
県
内
に
は
１
，
０
０
０

名
を
超
え
る
理
学
療
法
士
が
、
医
療
機

関
や
介
護
福
祉
施
設
、
教
育
機
関
や
公

衆
衛
生
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
当
会
も
今
年
で
創
立
50
周
年

を
迎
え
、
そ
の
活
動
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
領
域
だ
け
で
な
く
、
学
童
期

の
子
供
の
姿
勢
や
運
動
に
関
す
る
保
健

指
導
、
企
業
へ
の
産
業
保
健
活
動
、
高

校
野
球
や
福
井
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
、
障

害
の
あ
る
方
の
ス
ポ
ー
ツ
支
援
、
難
病

患
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器
体

験
事
業
な
ど
の
様
々
な
公
益
事
業
に
積

極
的
に
関
わ
っ
て
お
り
ま
す

　
障
害
を
持
っ
た
人
た
ち
の
暮
ら
し
と

人
生
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
関
わ
る

方
々
の
笑
顔
を
あ
き
ら
め
な
い
理
学
療

法
士
の
活
動
を
県
民
の
皆
様
に
少
し
で

も
知
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
後
も
、
福
井
県
民
の
皆
さ
ま
の
医

療
、
保
健
、
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
情
熱
を
持
っ
て
活
動
し
て
参
り

ま
す
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
是

非
、
身
近
な
理
学
療
法
士
に
お
気
軽
に

お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

公
益
社
団
法
人 

福
井
県
理
学
療
法
士
会 

会
長

小

　澤

　純

　一

　
７
月
17
日
は
理
学
療
法
の
日
で

す
。
こ
の
日
を
は
さ
ん
だ
１
週
間
を

理
学
療
法
週
間
と
し
、
全
国
各
地
で

理
学
療
法
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
福
井
県
で
は
、
理
学
療
法

お
よ
び
理
学
療
法
士
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
７
月

13
日
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
シ
テ
ィ
・
ベ

ル
に
て
「
理
学
療
法
展
２
０
２
５
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
歩
行
評
価
機
器
を
用
い

て
、
歩
行
時
の
姿
勢
や
バ
ラ
ン
ス
、

ス
ピ
ー
ド
な
ど
を
評
価
し
、
歩
行
の

改
善
点
や
そ
の
人
に
適
し
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
利
用
者
の
方
々
か
ら
は
、

「
自
分
の
歩
行
状
態
を
デ
ー
タ
で
知

る
こ
と
が
で
き
、
た
め
に
な
っ
た
。」

や
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
わ
か
り
や
す

く
教
え
て
も
ら
え
た
。」、「
明
日
よ

り
楽
し
く
歩
き
ま
す
。」
な
ど
の
前

向
き
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
理
学
療
法
展
に
は
、
多

く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
大
変

あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
来

年
以
降
も
県
民
の
皆
様
の
健
康
に
貢

献
し
て
い
け
る
よ
う
な
理
学
療
法
展

を
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

理

学

療

法

展
２
０
２
５



16vol.19　2025はじける笑顔輝く未来へ！！

公益社団法人 福井県理学療法士会

福井県理学療法士会 広報部担当 横山まで

E-mail work.fpta@gmail.com

当誌に関するお問い合わせは…

福井県理学療法士会

URL www.fpta.or.jp

「福井県理学療法士会」の頭文
字をローマ字の「F」でモチーフ
にし、理学療法士の心をハート
で県民の皆様に療法士の活動を
啓発、県民の健康と日々の生活
を全力でサポートする療法士の
姿を全体で表現しています。

ワンポイント
アドバイス
ワンポイント
アドバイス

～ながら運動で姿勢を良くしよう～
座位編

～ながら運動で姿勢を良くしよう～
座位編

　「
テ
レ
ビ
を
み
て
い
る
時
」
や
「
お
し
ゃ
べ
り

し
て
い
る
時
」
な
ど
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
時

の
座
っ
て
い
る
姿
勢
は
、
お
腹
の
力
を
使
わ
ず

に
、
背
中
を
丸
く
し
た
写
真
の
よ
う
な
悪
い
姿

勢
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
う
い
っ
た
時
に
ち
ょ
っ

と
だ
け
姿
勢
を
良
く
す
る
こ
と
で
腹
筋
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
な
り
ま
す
。Ｃ
Ｍ
中
や
会
話
の

合
間
に
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

❶ 骨盤を立てる運動

あごを引いて、骨盤を立て
て背すじを伸ばします。
10秒保持します。

❷ 良い姿勢でももを上げる

上の良い姿勢のまま、片足
を持ち上げて10秒保持し
ます。
反対側も同じように行いま
す。

やってみよう‼ながら運動やってみよう‼ながら運動


